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今年度WGの主な検討内容

＜ライフサイクルGHG＞
ライフサイクルGHGに係る確認手段について
⇒ 確認スキーム（第三者認証等）の検討と既定値の策定を検討を行う

⚫ 今年度のWGでは、これまでの経過を踏まえ、 「ライフサイクルGHGの確認方法」、「新第三者認証
スキームの追加」などについて、その内容を専門的・技術的に検討する。

⚫ 「新第三者認証スキームの追加」については、本年６月末以降、関係者へのヒアリングを踏まえつつ、
年内に調達価格等算定委員会に報告することを前提に、検討を進める。

＜持続可能性基準＞
• 新たな第三認証スキームの追加要請について

⇒ 追加の要請に応じた、第三者認証スキームの確認を進める

• 持続可能性確認に係る経過措置について
⇒ PKS・パームトランクについて、本年夏頃を目途に経過措置の扱いの検討を行う

【第１６回WGにおいて、経過措置期間を１年間延長することを決定】

今年度WGの議論の全体像

＜食料競合＞
• 新規燃料の候補における食料競合の論点について

⇒ 食料競合の懸念のない新規燃料の候補について、算定委に燃料区分の判断を依頼する
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ご議論いただく論点



（参考）第二次中間整理における評価結果の取り纏め
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⚫ FIT制度の下で持続可能性を確認するためのスキームとして検討を行った第三者認証制
度に対する評価結果は、下表のとおり。

バイオWG 第二次中間整理より抜粋



⚫ 本WGでは、原則、夏頃までに追加の希望意思を事務局に示した第三者認証制度について、意
見聴取等を行い、FIT制度の対象とする場合は調達価格等算定委員会に報告することとしている。

⚫ 今年度の追加検討は、６月末までに追加希望意思が事務局に示されたものについて、意見聴
取等を行った上で、検討を行うこととしてはどうか。

新たな第三者認証追加の要請に対する対応
第15回WG資料１より抜粋

⚫ 第15回WG資料１で示された追加希望意思に関する招請を受け、以下4件の追加希望が事務
局に寄せられた。

✓ Indonesian Sustainable Palm Oil (ISPO)

✓ Malaysian Sustainable Palm Oil (MSPO)

✓ ISCC Japan FIT- Sustainable Palm Oil

✓ 一般社団法人農産資源認証協議会によるPKS第三者認証規格

⚫ 本日のワーキンググループでは、追加希望のあった上記4件の第三者認証について、各認証団体か
らのヒアリングを実施したい。

⚫ 本日のヒアリング結果を踏まえて個別認証への適用について検討・整理を行った上で、改めて本
WGでご議論いただき、調達価格等算定委員会に報告することとしたい。
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必要に応じて、WGで確認を継続
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⚫ 新第三者認証スキームの追加等について、検討・整理した内容は以下のとおり。

➢ 確認結果に基づき、現行認められているRSPO（パーム油が対象）およびRSB（PKS及び
パームトランクが対象）に加えて、GGL（PKS及びパームトランクが対象）を追加して認める。

➢ 今回の評価では不採用となった第三者認証について、改正が行われる等により、再度評価す
ることを求められた場合は、本WGにおいて再検討する。

➢ 新たな第三者認証が整備され、評価を求められた場合は、本WGにおいて新たに検討する。

➢ 今後の第三者認証の追加検討の時期については、例年、年末から年始にかけて調達価格等
算定委員会が「翌年度の調達価格等に関する意見」を取りまとめることを踏まえ、本WGでは、
原則、夏頃までに、追加の希望意思を事務局に示した第三者認証制度に関し、意見聴取等
を行い、検討結果は、年内に調達価格等算定委員会に報告する。

FIT制度における第三者認証の追加プロセス（例）

調達価格等
算定委員会

報告、提案

関係規程等に反映・施行

バイオマス
持続可能性WG

第三者認証制度

最終承認前
の基準案

パブコメ・
基準承認等
の手続き

文書発行・
有効化

FIT制度に適応した
認証の開始

FIT制度が求める持続可能性を
確認できた第三者認証

FIT制度が求める持続可能性を
確認できなかった第三者認証

（参考）新たな第三者認証追加の方針
第65回 調達価格等算定委員会 参考資料１より再掲


